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関係者外秘ステークホルダー委員会委員とは
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【ステークホルダー委員会役割】

本プログラムを公正公平に運営していくため、ステークホル
ダーにより構成される諮問機関

ステークホルダーの見地に立って、各自独立して、次の各号に
掲げる事項に関し専門的助言及び意見を述べる

a) 協会が行うJFS関連文書の開発及び改定

b) 協会が理事会に報告する前に、年間活動報告を含むJFS関連文
書のレビュー

【JFS関連文書の開発及び改定プロセス】

・作業部会による助言を経てJFSMが開発/改定

・パブリックコメント募集

・（必要に応じて作業部会で再検討）

・ステークホルダー委員会諮問

・理事会承認

・公表

【構成】
食品および食品原材料製造業の代表
流通業の代表
消費者の代表
監査会社の代表 /認証機関、認定機関の代表
研修機関の代表（必要な場合）
食品安全の専門家
特定の課題に関する専門家（必要な場合、特定の
セ クターまたはサブセクターに係る技術的専門
家お よび／または関連事業者の代表者）

委員一覧は公表
https://www.jfsm.or.jp/about/organization/

プログラム文書Ver. 3.0で新たに設置した
監査会社代表の選任を実施



関係者外秘監査会社代表選任結果
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2023年2月適合証明規格運用連絡会資料より

【選任プロセス】
➢ 立候補者を公募（2/21-3/14）⇒立候補：4名
➢ 監査会社ごとに投票（3/22-4/12）

⇒投票率 78.05%（41社中）
➢ 信任率の高い2名に決定、

結果を全監査会社様にご報告（4/24）
➢ JFSM理事会承認（5月16日）

氏名（敬称略） 所属

寺岡 雄志 アース環境サービス株式会社

大村 忠司 株式会社BMLフード・サイエンス

ご協力ありがとうございました。

委員の方は、監査会社全体の代表としてご参加いた
だきます。
どうぞよろしくお願い申し上げます。



関係者外秘代表者選任について
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JFSMの委員会・作業部会（特に監査会社の運営に係る議論を行うもの）に監査会社の方が参画
いただくことは、監査会社側がJFSMに対して牽制力を持っていただくことにも繋がります。
2021年5月の連絡会、2021年10月のハーモナイゼーション会議でもご提案しました、協議会の設
置について再度ご提案です。

監査会社代表選任の課題
➢ 監査会社間の公平性への配慮から、JFSMから個別にお声がけをす

ることが難しい
➢ JFSMから監査会社全体に相談・依頼等したい場合の窓口がない
➢ 監査会社様全体の意見を集約する場がない

⇒公平に代表者を選出する方法として、立候補・信任投票という形を
2度実施（プログラム文書Ver.3.0策定のための作業部会、ステークホ
ルダー委員会）
➢ 選任に時間がかかる。
➢ この方法で監査会社様全体としての意見が集約できているかは不

明瞭 （今回の信任投票の投票率は78.05%）



関係者外秘監査会社協議会設置のご提案
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認定認証の仕組みにおいては、認証制度に関係する機関に対して、認証機関全体と
してコミュニケーションするために、認証機関が集まって協議会Japan Association 
of Management System Certification Bodies：JACBを結成しています。

⇒JFS監査会社の皆様も、全体で協議
会などが結成できれば、監査の運営や
普及における共通のルールを策定した
り、プログラム所有者であるJFSMと
の代表的意見交換や、協議会代表者と
してJFSMの作業部会に参加いただく
ことができます。



ありがとうございました
ご検討お願い致します。
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